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重点プロジェクト 

 

 

 

 

 

 



※実績値は、オール東京62市区町村共同事業みどり東京温暖化防止プロジェクトにおいて調査、公表された数値をもとに
算出している(公表された最新年度の数値は2019(令和1)年度分）。
※区民人口は、墨田区世帯人口現況から引用している（令和２年４月１日午前０時現在：275,529人）。

【参考】CO2排出量
（産業部門・民生部門）

産)16.8万ｔ-CO₂
民)69.3万ｔ-CO₂

産)15.7万ｔ-CO₂
民)66.9万ｔ-CO₂

88万t-CO₂

【参考】区域における
エネルギー消費量

17,187 TJ 11,882 TJ 11,749 TJ 12,800 TJ 10,600 TJ

【参考】区域における
温室効果ガス排出量

126.5万t-CO₂ 120.6万t-CO₂ 117.1万t-CO₂ 101万t-CO₂

第二次すみだ環境の共創プラン　重点プロジェクト　進捗状況評価

【　プロジェクトの目的　】

【　プロジェクトの活動指標　】

中間目標値
2020年度
（R2）

最終目標値
2030年度
（R12）

- 2 -

指標（１）
基準値

2000年度
（H12）

【　重点プロジェクト１　】　エコライフすみだの推進

前年度実績
2018年度
（H30）

最新年度実績値
2019年度
（R1）

　墨田区の温室効果ガス排出量は、家庭部門及び業務部門からの排出が多く占めている。
　そのため、家庭や事業所における自主的な省エネルギー活動の底上げを図り、区域全体で積極的に地球温暖化対策を推
進していくことを目的とする。

区民１人あたりの
温室効果ガス排出量

5.7t-CO₂ 4.4t-CO₂ 4.3t-CO₂ 3.8t-CO₂ 3.1t-CO₂



9 件 17 件

42.2 kW 59.9 kW

0 件 0 件

24 件 15 件

57 件 73 件

進捗状況評価

1,600t-CO₂

指標（２）
前年度実績値

2020年度
（R2）

最新年度実績値
2021年度
（R3）

中間目標値
2020年度
（R2）

最終目標値
2025年度
（R7）

太陽光発電システム、太陽熱利用システムの導
入（墨田区地球温暖化防止設備導入助成制度）
で削減できたＣＯ2排出量（累計）

1,222t-CO₂

- 3 -

今後の計画

【　プロジェクトに対する実績・評価・次年度計画　】

実績

評価

（進捗状況評価区分）

　Ａ：順調に計画どおり進行している
　Ｂ：課題はあるもののほぼ順調に進行している
　Ｃ：課題が多く、目標達成には困難が予想される

【　指標(1)　区民１人あたりの温室効果ガス排出量　】
　2019(令和元）年度の区民１人当たりの温室効果ガス排出量は、約4.3ｔ-CO₂となり、前年度から約0.1t-CO₂減少してい
る。温室効果ガス排出量全体では、基準年度比で9.4ｔ-CO₂（△7.4％）、前年度比（2018（平成30）年度）で3.5ｔ-CO₂
（△2.9％）それぞれ減少し、微減傾向が続いている。
【　指標(2)　太陽光発電システム、太陽熱利用システムの導入で削減できたＣＯ2排出量（累計）　】
　太陽光発電システムの申請件数は17件で昨年度（令和2年度）より8件増加した。温室効果ガス削減量は累計で1,249ｔ-
CO₂となった。なお、太陽熱利用システムは前年度同様に申請はなかった。

【　指標(1)　区民１人あたりの温室効果ガス排出量　】
　これまでの温室効果ガス排出量の状況から、2020(令和2)年度の中間目標値の達成に向けて、温室効果ガスを削減する
には、引き続きエネルギー消費量の削減が求められる状況にある。しかしながら、エネルギー消費量は、区民人口が増加
しているものの減少傾向にあり、既に中間目標値は達成している。これは区民の節電の取組とその定着、さらに省エネ設
備・機器の普及等によりエネルギー消費量が減少しているものと考察している。
【　指標(2)　太陽光発電システム、太陽熱利用システムの導入で削減できたＣＯ2排出量（累計）　】
　太陽光発電システムにより削減されたCO2排出量は累計で1,249ｔ-CO2となり、中間目標値の1,315ｔ-CO2を上回ること
はできなかった。太陽光発電システムの普及が進まない要因としては、マンション等の集合住宅の増加や本区の特徴であ
る住宅密集地域による設置場所の課題や費用面での理由が考えられる。

Ｂ

　温室効果ガス排出量は、排出量の算出に用いられる二酸化炭素排出係数の影響を強く受けるものであり、係数の改善に
当たっては、国のエネルギー政策によるところが大きい。区としては、エネルギー消費量削減の取組をさらに推進してい
くことに重点を置き、温室効果ガス排出量の削減を目指していく。
　また、2020(令和4)年3月に策定した「すみだ環境の共創プラン(中間改定）」においては、2030年のカーボンハーフ、
2050年のゼロカーボンに向けた取組を計画している。本区の温室効果ガス排出量の状況は民生部門(家庭・業務）からの
排出が全体の約６割を占めていることから民生部門の温室効果ガス削減に重点を置き、本プランにある取組の着実な推進
や強化策の検討及び国や都と連携した取組も引き続き推進していく。

【参考】直管型ＬＥＤ照明機器の申請件数

【参考】遮熱性塗装の申請件数

【参考】太陽光発電システム申請件数

【参考】合計導入kW数

【参考】太陽熱利用システム申請件数

1,249t-CO₂ 1,315t-CO₂



【参考】緑化指導により整備
された緑地面積　(申請件数）

10,479.08㎡
（164件）

8,180.34㎡
（138件）

【参考】緑被率 10.7%（※） 10.7%（※） 12.20% 13.00%

進捗状況評価

※ 10年に一度程度実施している「墨田区緑と生物の現況調査」による平成30年度の緑被率

第二次すみだ環境の共創プラン　重点プロジェクト　進捗状況評価

【　重点プロジェクト２　】 緑感あふれる空間の創造

【　プロジェクトの目的　】

　まちなか緑化（緑と花のまちづくり推進地域制度）による、まちなかの緑、緑のカーテン、建築物の屋上や壁面の立体
緑化など、多彩な緑を区民・事業者・区等の連携により創出し、地域の緑感を高め、緑を身近に感じられる空間を創造し
ていくことを目的とする。

【　プロジェクトの活動指標　】

指標
前年度実績値

2020年度
(R2）

最新年度実績値
2021年度
（R3）

中間目標値
2020年度
（R2）

最終目標値
2025年度
（R7）

まちなか緑化（緑と花のまち
づくり推進地域制度）の活動
地域数

20地域 23地域 16地域 22地域

今後の計画

　緑の満足度の向上や、うるおいのあるまちづくりを目指し、既存地域の活動継続及び新規実施地域の募集を図りなが
ら、引き続き、まちなか緑化を推進していく。
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【　プロジェクトに対する実績・評価・今後の計画　】

実績

　まちなか緑化（緑と花のまちづくり推進地域制度）の活動地域数は、前年度と比べて３地域増加した。

評価

　まちなか緑化は、前年度と比べて増加し、中間目標値も達成できた。
　区民からは、まちなか緑化を実施したいという相談が引き続き寄せられており、当事業のニーズの高さを感じている。
なお、既存地域については、新型コロナウイルス感染症対策を十分に講じた上で、活動の継続に必要な支援を行ってい
る。

（進捗状況評価区分）

　Ａ：順調に計画どおり進行している
　Ｂ：課題はあるもののほぼ順調に進行している
　Ｃ：課題が多く、目標達成には困難が予想されるＡ



【参考】ごみの発生量 73,421t 67,317t

【参考】資源化率
　　　（ごみの資源量）

19.3％
（13,277t）

19.9％
（13,363t）

23.0％以上 25.0％以上

進捗状況評価

【　プロジェクトに対する実績・評価・今後の計画　】

第二次すみだ環境の共創プラン　重点プロジェクト　進捗状況評価

【　重点プロジェクト３　】 ごみ減量化の推進

【　プロジェクトの目的　】

　３Ｒの取組をさらに進展させるため、リサイクルよりも優先順位が高い、ごみの発生抑制（リデュース）と再使用（リ
ユース）に重点を置き、より一層のごみの減量を図ることを目的とする。

【　プロジェクトの活動指標　】

指標
前年度実績値

2020年度
（R2）

最新年度実績値
2021年度
（R3）

中間目標値
2020年度
（R2）

最終目標値
2025年度
（R7）

区民１人１日あたりごみ排出
量

551g 536g 520g以下 515g以下

今後の計画

　令和３年４月に策定した墨田区一般廃棄物処理基本計画（第４次計画）では、不要物の発生そのものを減らすことを目
的とし、３Rの中でも優先度の高い２Rの取組を中心とした施策を盛り込んでいる。
　今後は、事業者と連携したリユース事業の強化、廃プラスチックの再資源化及び食品ロス削減に関する検討を進め、更
なる廃棄物の減量及び循環型社会の実現をめざしていく。
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実績

　区民１人１日あたりのごみ排出量は、536gとなり、前年度と比べて15g減少した。また、資源化率は、19.9％となり、
前年度と比べて0.6％増加した。

評価

　新型コロナウイルス感染症の流行により増加したごみ量（可燃ごみ、不燃ごみ）は減少した。また、資源物の回収量
は、増加した。
 区民１人１日あたりごみ排出量については、前年度と比べて、可燃ごみ、不燃ごみのごみ量が減少したため、中間目標
の達成には至っていないが、最終目標数値に近づいている。
　また、資源化率については、前年度と比べて、ごみ総量（可燃・不燃・粗大ごみ、資源物）に対する資源物の割合が上
昇したため改善した。
　現在も、コロナ禍ではあるが、ごみの排出量に関する状況は、新型コロナウイルス感染症流行前の傾向に戻っている。

（進捗状況評価区分）

　Ａ：順調に計画どおり進行している
　Ｂ：課題はあるもののほぼ順調に進行している
　Ｃ：課題が多く、目標達成には困難が予想されるB



【参考】緑化指導により整備
された緑地面積（※）

10,479.08㎡
（164件）

8,180.34㎡
（138件）

【参考】遮熱性舗装施工面積
累計（区道）

16,104㎡ 16,104㎡

進捗状況評価

指標
前年度実績値

2020年度
(R2）

最新年度実績値
2021年度
（R3）

中間目標値
2020年度
（R2）

最終目標値
2025年度
（R7）

第二次すみだ環境の共創プラン　重点プロジェクト　進捗状況評価

【　重点プロジェクト４　】 ヒートアイランド対策の推進

【　プロジェクトの目的　】

　地表面や屋上の緑化、区道の遮熱・保水性舗装の拡大や、まちかどクールスポット設置の呼びかけなど、ヒートアイラ
ンド現象の緩和に向けた取組を推進し、都市部のヒートアイランド現象の緩和に寄与することを目的とする。

【　プロジェクトの活動指標　】

　ヒートアイランド現象の緩和につながる緑のカーテンの特性が周知されつつあるので、更なる普及に努めていく。

住宅・事業所が設置した緑の
カーテンの面積

445㎡ 311㎡ 350㎡ 420㎡

緑のカーテンモデル設置施設
数

25施設 33施設 30施設 35施設

※ 緑化指導…墨田区開発指導要綱（墨田区良好な建築物と市街地の形成に関する指導要綱）及び集合住宅条例（墨田区
集合住宅の建築に係る居住環境の整備及び管理に関する条例）に基づく指導。

【　プロジェクトに対する実績・評価・今後の計画　】

実績

　住宅・事業所が設置した緑のカーテンの面積は311㎡となり、前年度と比べて134㎡減少した。また、緑のカーテンモデ
ル設置施設数は33施設となり、前年度と比べて8施設増加した。

評価

（進捗状況評価区分）

　Ａ：順調に計画どおり進行している
　Ｂ：課題はあるもののほぼ順調に進行している
　Ｃ：課題が多く、目標達成には困難が予想されるＡ

今後の計画

　緑のカーテンコンテストや緑のカーテン講習会の実施により、緑のカーテンの設置普及を進めていく。
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【参考】環境体験学習の参加
者数

・総合学習型
（夏休みプログラム、エコライフ講座）

162名 178名

・テーマ別型
（水の循環講座、星空観察）

204名 203名

・自然体験型
（自然観察、森林整備）

168名 162名

　・すみだ環境フェア (中止） 7,542名

進捗状況評価

指標
前年度実績値

2020年度
（R2）

最新年度実績値
2021年度
（R3）

中間目標値
2020年度
（R2）

最終目標値
2025年度
（R7）

第二次すみだ環境の共創プラン　重点プロジェクト　進捗状況評価

【　重点プロジェクト５　】 環境体験学習の充実

【　プロジェクトの目的　】

　環境体験学習の機会の充実を図り、区民の環境に関する理解の向上及び環境に配慮した行動を実践できる人材の育成を
目的とする。

【　プロジェクトの活動指標　】

（進捗状況評価区分）

　Ａ：順調に計画どおり進行している
　Ｂ：課題はあるもののほぼ順調に進行している
　Ｃ：課題が多く、目標達成には困難が予想されるＢ

環境ボランティア（緑と花の
サポーター・エコライフサ
ポーター）登録者の実働割合
（※）

69%
（登録者 61名）

68%
（登録者60名）

71% 75%

※　本人申出による活動休止者を除く。

【　プロジェクトに対する実績・評価・今後の計画　】

実績

　環境ボランティア登録者の実働割合は、68％となり、前年度と比べて１％減少した。なお、環境ボランティア登録者数
は、緑と花のサポーターは46名で前年度から増減無し、エコライフサポーターは14名で前年度から１名減少した。
　水の循環講座、夏休みすみだ環境プログラムは実施できたが、森林整備体験や燃料電池自動車を活用した水素利用の普
及啓発等の事業については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止とした。同様にエコライフ講座についても第
2回目以降中止とした。

評価

　環境ボランティア登録者の実働割合は、前年度と比べて微減でほぼ横ばいとなっている。なお、実働割合には、環境体
験学習講座や環境フェアの参加者数等の実績を加味しているものであるが、例年、多くの区民が参加している環境体験学
習は、令和２年度に引き続き新型コロナウィルス感染症の影響で一部事業の中止及び事業規模を縮小したことによる参加
者数の減少も要因となっている。

今後の計画

　環境ボランティア登録者の実働率を指標として設定しているが、本来はボランティアの絶対数を増やしていくことが重
要であり、ボランティア数を増やす施策により一層取り組んでいく必要がある。実働率の視点については、今後も定期的
な評価を継続して行っていく。今後とも、新型コロナウイルス感染防止策を徹底した上で、参加体験型で、環境問題を自
分事として身近に感じ、実践につなげやすい内容とするなど、参加者かつ環境活動を実践する人が増えるような工夫をし
ながら実施していく。
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第二次すみだ環境の共創プラン 基本目標 進捗状況評価 

 

【 基本目標１ 】 

温室効果ガスの排出を抑制したスマートエネルギーのまち 

 【墨田区地球温暖化対策実行計画（区域施策編）】 

令和 12 年度（2030年度）までに 

平成 12 年度（2000年度）比で 

区内の温室効果ガス排出量を 30％程度 削減する  

エネルギー消費量を  38％程度 削減する 

 

 

【 個別目標 】 

 １－１ オールすみだで省エネルギー行動を実践する 

 １－２ 再生可能エネルギーの導入を推進する 

 １－３ まち全体でエネルギー利用の効率化を推進する 

 

【 環境事業指標 】 

  

指 標 
基準値    

（H12） 

前年度 

実績値 

（H30） 

最新年度 

実績値 

（R1） 

中間 

目標値 

（R2） 

最終 

目標値 

（R12） 

区域における 

温室効果ガス排出量

（万ｔ-CO2） 

 

126.5 

 

120.6 

 

117.1 

 

101.0 

 

88.0 

区域における 

エネルギー消費量 

（TJ） 

 

17,187 

 

11,882 

 

11,749 

 

12,800 

 

10,600 

※ 実績値はオール東京 62市区町村共同事業みどり東京温暖化防止プロジェクトにおいて調査、公

表された数値(直近は平成 30年度分）をもとに算出している。 

【 令和元年度実績 ※最新年度実績 】 

 2019(令和元）年度の温室効果ガス排出量は、基準年度比で 9.4ｔ-CO₂（△7.4％）、前年度比

（2018（平成 30）年度）で 3.5ｔ-CO₂（△2.9％）となり、微減傾向が続いている。 

 

【 令和元年度評価 ※最新年度実績の評価 】 

2019(令和元)年度の温室効果ガス排出量から、2020(令和 2)年度の中間目標値の達成に向けては

引き続きエネルギー消費量の削減が求められる状況にある。しかしながら、エネルギー消費量は、

区人口が増加しているものの、減少傾向にあり、既に中間目標値は達成している。これは区民の節

電の取組とその定着、さらに省エネ設備・機器の普及等によりエネルギー消費量が減少しているも
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のと考察している。 

 

【 今後の計画 】 

温室効果ガス排出量は、排出量の算出に用いられる二酸化炭素排出係数の影響を強く受けるもの

であり、係数の改善に当たっては、国のエネルギー政策によるところが大きい。区としては、エネ

ルギー消費量削減の取組をさらに推進していくことに重点を置き、温室効果ガス排出量の削減を目

指していく。                          

また、2020(令和 4)年 3月に策定した「すみだ環境の共創プラン(中間改定）」では、2030年のカ

ーボンハーフ、2050年のゼロカーボンに向けた取組を計画している。本区の温室効果ガスの状況は

民生部門(家庭・業務）からの排出が全体の約６割を占めていることから民生部門の温室効果ガス

削減に重点を置き、本プランにある取組の着実な推進や強化策の検討及び国や都と連携した取組も

引き続き推進していく。  

 



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

すみだエコポイン
ト事業の推進

継続

エネルギーの見え
る化の促進

継続

継続

環境家計簿の普及

地球温暖化に関す
る企画展示の実施

環境
保全
課

省エネ診断事業の
取組の支援

すみだ環境フェア等の各
種啓発イベントにおいて
啓発を行った。

（理由）

（廃止）

区のホームページで広報
した。

環境
保全
課

環境
保全
課

省エネ診断の取組につい
て、区民から依頼がな
かった。

（理由）

（理由）

地球温暖化防止設備導入
助成制度 実績
・直管型LED照明器具 11
件(全体15件)
・遮熱塗装１件（全体73
件）
・建築物断熱改修１件
(全体18件)

第二次すみだ環境の共創プラン　個別事業　進捗状況評価

【個別目標１－１】オールすみだで省エネルギー行動を実践する

※評価が「継続」以外の場合は理由を記載
【個別事業】

（廃止）

環境
保全
課

墨田区地球温暖化
対策に関する普
及・啓発

（理由）すみだ環境フェア等の各
種啓発イベントにおいて
啓発を行った。

①
家
庭
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
の
推
進

（理由）

集合住宅（共用部
分）の省エネル
ギー化に関する普
及・啓発

環境
保全
課
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施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

拡充

フィフティ・フィフティ
プログラムの推進

エコチューニング
の推進

継続

継続

省エネ診断事業・
エコチューニング
への取組の支援

環境
保全
課

事業者から省エネ診断事
業・エコチューニングへ
の取組の支援についての
依頼はなかった。

（理由）
ゼロカーボンシティの実
現に向け更なる推進を図
る必要がある。

（理由）

環境
保全
課

墨田区地球温暖化対策実
行計画（事務事業編）第
５次計画）の推進を図っ
た。
（令和２年度実績）
20,092ｔ-CO2（前年度比
１０１％）
※令和３年度実績値につ
いては集計中
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②
事
業
所
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
の
推
進

③
公
共
施
設
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進

（別紙のとおり）

環境マネジメント
システムの導入支
援

環境
保全
課

環境経営認証取得費助成
制度
・グリーンプリンティン
グ0件

墨田区地球温暖化
対策実行計画（区
事務事業編）の推
進

（理由）

（廃止）

（理由）
更新工事が完了していな
い。

道路照明灯・公園
灯のLED化

道路
公園
課

道路照明灯、公園灯のデ
ザイン灯について、LED
化を図った。

（理由）

庁舎リフレッシュ
計画の推進

総務
課

トイレ改修で便器交換を
行い節水に努める。



空調設備（主な取組）
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・クールビズやウォームビズの徹底、サーキュレータの併用等による適正な温度調節

・フィルターの定期清掃

別紙

エコチューニングの推進（令和３年度実績）

照明設備（主な取組）

・不要な電気の消灯（昼休みや業務終了後の時間帯、採光利用、人感センサー導入）

・影響が少ない範囲で蛍光灯を取り除く

・LEDに切替え

・POP掲示等による注意喚起

・グリーンカーテンの設置、屋上緑化

・既存設備を省エネ性能が高いものに更新

・適宜、温度調整や運転回数等の確認、見直しの実施

・打ち水の実施

・自動販売機の休日・夜間照明停止

・不要な機器のコンセントを外す

その他（主な取組）

・パソコンの省エネ設定、一定時間使用しない場合には電源オフ

・業務終了後には原則事務用機器停止

・雨水タンク（天水尊）設置、活用



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

継続

（理由）

継続

廃止

縮小

(理由)
制度開始当初より廉価で
設備導入できるようにな
り、導入起爆剤としての
当初目的を達成したた
め。(令和3年度末廃止）
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（理由）

カーボンオフセッ
ト事業の検討

環境
保全
課

すみだ環境フェア2021に
おいてグリーン電力証書
の購入を行った。

②
区
民
・
事
業
者
へ
の
支
援

太陽光発電・太陽
熱利用システム導
入の推進（地球温
暖化防止設備導入
助成制度の推進）

環境
保全
課

・太陽光発電システム
17件
・太陽熱利用システム
０ 件

省エネ機器普及支
援事業の検討・推
進

新型コロナウィルス感染
症拡大防止のため、すみ
だ環境フェア2021を規模
を縮小して実施したた
め、普及・啓発を十分に
行えなかった。

（理由）
制度開始当初より廉価で
設備導入できるようにな
るとともに、助成実績が
少ないため。（令和3年
度末廃止）

環境
保全
課

・空調機器 ３ 件
・照明機器 ２ 件

第二次すみだ環境の共創プラン　個別事業　進捗状況評価

【個別目標１－２】再生可能エネルギーの導入を推進する

【個別事業】
※評価が「継続」以外の場合は理由を記載

①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
促
進

再生可能エネル
ギーの普及・啓発

環境
保全
課

すみだ環境フェア等の各
種啓発イベントにおいて
啓発を行った。

エコ住宅に関する
情報提供

環境
保全
課

（理由）

エコスクールの推
進

（理由）
該当無し

庶務
課



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

継続

継続

継続
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（理由）

（理由）

パンフレット
「（仮）エコ建築
のすすめ」を活用
した家庭や事業所
からの排熱の抑
制、省エネ配慮に
ついての普及・啓
発

環境
保全
課

省エネ関連パンフレット
類を環境保全課窓口に配
備し、区民等へ配布し
た。

公共交通機関の積
極的な利用の普
及・啓発

環境
保全
課

新型コロナウィルス感染
症拡大防止のため、すみ
だ環境フェア2021を規模
を縮小して実施したた
め、普及・啓発を十分に
行えなかった。

建築物の断熱施工
の推進（地球温暖
化防止設備導入助
成制度の推進）

環境
保全
課

第二次すみだ環境の共創プラン　個別事業　進捗状況評価

【個別目標１－３】まち全体でエネルギー利用の効率化を推進する

【個別事業】
※評価が「継続」以外の場合は理由を記載

（理由）

①
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
に
配
慮
し
た
建
物
・
設
備
へ
の
転
換
の
促

進

大規模開発におけ
る地域冷暖房等の
導入促進

環境
保全
課

令和３年度は大規模開発
がなかった。

（理由）

②
環
境
負
荷
の
少
な
い
交
通
手
段
の
利
用
促
進

（理由）

船着場の整備と水
上交通の普及

都市
整備
課

令和３年度の吾妻橋船着
場の使用実績として約
1,000回の旅客船等の利
用があった。
北十間川に小梅橋船着場
を整備した。令和３年３
月から、観光課が舟運社
会実験をしている。

建築物断熱改修 18件



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

継続

（理由）

継続

縮小

継続
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実績なし

小梅通りのバリアフリー
整備工事を行った。

（理由）

③
水
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
組

水素社会の実現に
向けた基盤整備の
検討

環境
保全
課

各種イベントが縮小開催
される中、燃料電池自動
車の活用・展示等を可能
な範囲で実施した。

道路
公園
課

歩道と車道の分離
のための道づくり
などの交通環境の
整備

自転車利用の啓発

道路
公園
課

（理由）
新型コロナウイルス感染
症の影響により、事業計
画の見直しを図り、実施
時期の先送りを決めた。

②
環
境
負
荷
の
少
な
い
交
通
手
段
の
利
用
促
進

（理由）水素社会の実現
に向け、より一層の活用
方策を検討する。

（理由）

（理由）

次世代自動車の普
及・啓発

環境
保全
課

自転車専用レーン
の整備

環境
保全
課

新型コロナウィルス感染
症拡大防止のため、すみ
だ環境フェア2021を規模
を縮小して実施したた
め、普及・啓発を十分に
行えなかった。

新型コロナウィルス感染
症拡大防止のため、すみ
だ環境フェア2021を規模
を縮小して実施したた
め、普及・啓発を十分に
行えなかった。

燃料電池自動車につい
て、各種イベントの中止
等により展示活動は出来
なかったが、日常業務等
で積極的に使用し、啓発
に努めた。

アイドリングス
トップなどエコド
ライブの普及・啓
発

環境
保全
課
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第二次すみだ環境の共創プラン 基本目標 進捗状況評価 

 

【 基本目標２ 】  

 身近な緑と水辺に親しみ、生きものとふれあえるまち 

 

 

【 個別目標 】 

 ２－１ 緑感（りょくかん）を向上する 

 ２－２ 水と緑の空間を整備する 

 ２―３ 生物多様性に関する理解を深める 

 

【 環境事業指標 】 

指 標 

 

前年度実績値 

（R2） 

最新年度実績値 

（R3） 

中間目標値 

（R2） 

最終目標値 

（R7） 

緑被率 10.7％（※） 10.7％（※） 12.2％ 13.0％ 

まちなか緑化（緑と花の

まちづくり推進地域制

度）の活動地域数 

 

20地域 

 

23地域 

 

16地域 

 

22地域 

※ 10年に一度程度実施している「墨田区緑と生物の現況調査」による平成 30年度の緑被率 

 

【 令和３年度実績 】 

「墨田区良好な建築物と市街地の形成に関する指導要綱（以下、「開発指導要綱」という。）」、「墨

田区集合住宅の建築に係る居住環境の整備及び管理に関する条例」に基づく緑化指導により、地上

部で 4,263.01㎡、建築物上で 3,917.33㎡の緑地が整備された。 

まちなか緑化の活動地域は、23地域となり、前年度と比べて３地域増加した。 

 

【 令和３年度評価 】 

引き続き、開発指導要綱等に基づく緑化指導を継続し、緑地整備を進めていく。 

まちなか緑化の活動地域数は、前年度から増加し、中間目標値も達成した。区内における緑感は、

緩やかではあるが着実に向上しているものと考えられる。 

 

【 今後の計画 】 

公園・公共施設の新設や改修工事及び都市計画に基づくまちづくりの際には緑地（地上部、屋上・

壁面緑化）の整備を進めていくとともに、民間事業者に対しては、開発指導要綱等に基づく緑化指

導による緑地の整備を引き続き働きかけていく。 

まちなか緑化については、広報等を通じてまちづくり公社等の関係機関の協力を得ながら、新規

活動地域の募集を進めるとともに、既存地域に対しては、活動定着のために各地域の実情に応じた

支援内容を検討していく。 



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

（理由）

継続

継続

第二次すみだ環境の共創プラン　個別事業　進捗状況評価

【個別目標２－１】緑感を向上する

※評価が「継続」以外の場合は理由を記載
【個別事業】

まちなか緑化（緑
と花のまちづくり
推進地域制度）に
よる緑と花のネッ
トーワークづくり
の推進

環境
保全
課

実施地区が20地区から23
地区に増加した。

ハンギングバス
ケットによる緑感
の向上

環境
保全
課

①
地
域
緑
化
及
び
多
様
な
緑
化
の
推
進

（理由）

・リース型ハンギングバ
スケットづくり講習会の
実施：1回10人参加

緑と花の学習園の
機能充実

◎屋上緑化
・屋上等緑化整備補助
金：1件　8.58㎡
・屋上緑化調査件数：1
件
・安全点検件数：1件
・「学校の環境施設維持
補修計画（平成29年3 月
環境保全課策定、令和3
年3月改訂）」に基づく
学校屋上緑化補修工事
中学校1校（文花中）
◎壁面緑化
・助成件数：1件　21.0
㎡
・壁面緑化維持管理支援
小学校2校（錦糸小・業
平小）
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立体緑化（屋上及
び壁面緑化）の推
進

環境
保全
課

（理由）

環境
保全
課

来園者：9,132人　緑化
相談・指導：81件
≪緑化ＰＲイベント実績
≫
・春の緑化講習会（4月3
日（土）実施）
　春の寄せ植え作り講習
会：1回5人参加
　桜のお庭のアレンジメ
ント作り講習会：1回4人
参加

（理由）



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

継続

継続

継続

エコポケット（小
さな自然空間）の
創出

緑のカーテンの普
及

環境
保全
課

環境
保全
課

・緑のカーテン作りと土
の再生講習会
2回　12人
・緑のカーテンモデルの
設置：33施設
　庁舎、児童館5館、保
育園12園、幼稚園1園、
コミュニティ会館3館、
その他11施設
・緑のカーテンコンテス
ト
家庭部門：7件
団体部門：22件
伝説部門：1件

「学校の環境施設維持補
修計画（平成29年3月環
境保全課策定、令和3年3
月改訂）」に基づく学校
ビオトープ補修工事
小学校2校（押上小、梅
若小）を予定していた
が、新型コロナウイルス
感染拡大防止のため延
期。

（理由）

（理由）

①
地
域
緑
化
及
び
多
様
な
緑
化
の
推
進

緑のへいの設置奨
励

在来植物の保全・
保護

環境
保全
課

・在来植物講習会（大輪
朝顔の育て方講習会）
新型コロナウイルス感染
拡大防止のため中止。

一定規模以上の建
設事業に対する緑
化指導

環境
保全
課

・緑化指導件数：138件
うち、建築物上の緑化指
導件数：55件
・緑化面積
地上部：4,263.01㎡
建築物上：3,917.33㎡
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（理由）

（理由）

（理由）

・緑のへい等設置補助金
生け垣：0件
植樹帯：0件
ブロック塀取り壊し：0
件

環境
保全
課



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

継続

継続
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（理由）

（理由）

③
緑
の
保
全

道路や公共施設等
における緑化の推
進

道路
公園
課

環境
保全
課

【道路公園課】
道路、公園の改修工事に
あわせて、樹木の植え替
えを実施した。
【環境保全課】
◎屋上緑化
・「学校の環境施設維持
補修計画（平成29年3 月
環境保全課策定、令和3
年3月改訂）」に基づく
学校屋上緑化補修工事
中学校1校（文花中）
◎壁面緑化
・壁面緑化維持管理支援
小学校2校（錦糸小、業
平小）

特別保全樹木助成
制度の推進

環境
保全
課

・指定状況：30か所※
159本　189ｍ
　樹木：29か所159本
生け垣：2か所189ｍ
※樹木及び生け垣の両方
を指定している施設が1
か所あるため、この値に
なる。
・助成件数：6件　15本
150ｍ
樹木：6件15本　生け
垣：1件150ｍ
・樹木診断0件

②
公
共
施
設
等
の
緑
化
の
推
進

森林整備体験事業
等の推進

環境
保全
課

・植林体験
・林業機械操縦体験
・間伐体験
新型コロナウイルス感染
拡大防止のため中止とし
た。

（理由）

自転車・歩行者通
行空間再整備事業
（旧すみだ花の道
整備事業）の推進

道路
公園
課

（理由）
実績なし



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

都市
整備
課

道路
公園
課

【都市整備課】
隅田公園では、平成30年
度、令和元年度の2か年
で南側一部範囲を再整備
した。
また、令和3年度は、南
側一部再整備に引き続
き、言問通り周辺までの
範囲について、基本設計
を行うとともに、民間活
力導入に向けたサウン
ディング型市場調査を
行った。
【道路公園課】
・錦糸公園では、園路及
び水景設備の改修工事を
実施した。
・旧安田庭園では、園路
舗装及びポンプ改修工事
を実施した。
・隅田公園では、自転車
駐車場整備工事を行っ
た。
・旧中川水辺公園では、
平成29年度から実施して
いる夜間の安全対策とし
てのフットライトの設置
を行った。

- 21 -

第二次すみだ環境の共創プラン　個別事業　進捗状況評価

【個別目標２－２】水と緑の空間を整備する

【個別事業】
※評価が「継続」以外の場合は理由を記載

①
公
園
の
整
備

公園の新設・再整
備

都市
整備
課

道路
公園
課

【都市整備課】
あずま百樹園再整備実施
設計等委託を実施した。
【道路公園課】
 なつめ児童遊園及び両
国第一児童遊園の基本実
施設計、かしわ児童遊園
再整備工事を行った。

錦糸公園・旧安田
庭園・旧中川水辺
公園・隅田公園の
整備

（理由）

（理由）



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

継続
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親水公園の整備
（大横川親水公
園・竪川親水公
園）

道路
公園
課

大横川親水公園中継ポン
プの改修工事を行った。

北十間川水辺活用
構想に基づく水辺
の整備

都市
整備
課

北十間川の源森橋～小梅
橋間（北側）の親水テラ
ス整備を継続中。

河川整備における
自然環境の再生

（理由）

（理由）

道路
公園
課

【道路公園課】
旧中川水辺公園におい
て、中川桜愛護会との協
働で桜や花壇の管理を行
い、自然環境の維持に努
めた。

②
親
水
空
間
の
整
備



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

継続

継続

（理由）

（理由）

第二次すみだ環境の共創プラン　個別事業　進捗状況評価

【個別目標２－３】生物多様性に関する理解を深める

【個別事業】
※評価が「継続」以外の場合は理由を記載

①
生
物
多
様
性
の
保
全
に
向
け
た
啓
発

自然の実態把握
環境
保全
課

実績なし
（平成30年度「緑と生物
の現況調査」実施。
10年に一度実施予定）

生物多様性の保全
に係る周知・啓発
の促進

環境
保全
課

・すみだ自然観察会
区内自然観察会：5回
延べ49人参加
・大人のための自然観察
会：全5回　受講者62人
（延べ103人）

生物多様性地域戦
略の策定検討

環境
保全
課

「第二次墨田区緑の基本
計画」の策定と合わせ
て、「生物多様性地域戦
略」骨子を策定した。

環境
保全
課

・小学校プールのヤゴ救
出作戦：11校実施（説明
者派遣3校、雨天中止1
校）
・小学校プールのヤゴ生
息作戦：10校
・すみだ環境フェア「ト
ンボフェア」
　新型コロナウイルス感
染拡大防止緊急事態宣言
のため、すみだ環境フェ
アは10月に順延。ヤゴ羽
化時期に該当せず、トン
ボフェア中止。

（廃止）

（理由）

②
自
然
と
ふ
れ
あ
う
場
と
機
会
の
創
出

- 23 -

荒川自然生態園の
整備

ヤゴ救出作戦・ト
ンボフェアの実施

（理由）



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

継続
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ビオトープの整備
環境
保全
課

「学校の環境施設維持補
修計画（平成29年3月環
境保全課策定、令和3年3
月改訂）」に基づく学校
ビオトープ補修工事
小学校2校（押上小、梅
若小）を予定していた
が、新型コロナウイルス
感染拡大防止のため延
期。

②
自
然
と
ふ
れ
あ
う
場
と
機
会
の
創
出

（理由）

（理由）

緑と花のサポー
ター制度の推進

環境
保全
課

・サポーター登録人数：
46人
・活動実績：156回　延
べ1,421人
（内訳）
総会、定例会：0回
定例活動：98回　延べ
1,189人
定例外活動：58回　延べ
232人
講習会、見学会：0回

自然環境観察員養
成講座の開催

環境
保全
課

・大人のための自然観察
会：全5回　受講者62人
（延べ103人）

（理由）
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第二次すみだ環境の共創プラン 基本目標 進捗状況評価 

 

【 基本目標３ 】 

 資源循環型社会の実現を目指すまち 

 

 

【 個別目標 】 

 ３－１ ごみの発生抑制と有効利用を促進する 

 ３－２ 廃棄物の適正処理を推進する 

 ３―３ 雨水を有効活用する 

 

【 環境事業指標 】 

指 標 
前年度実績値 

（R1） 

最新年度実績値 

（R３） 

中間目標値 

（R2） 

最終目標値 

（R7） 

資源化率 19.3％ 19.9%   23.0％以上 25.0％以上 

雨水総貯留容量 25,003㎥ 26,114㎥ 26,300㎥ 30,000㎥ 

 

【 令和３年度実績 】 

資源化率は 19.9％となり、前年度と比べて 0.6％増加した。 

雨水総貯留容量は、26,114㎥となり、前年度と比べて 624㎥増加した。 

 

【 令和３年度評価 】 

資源化率は、前年度と比べて、ごみ総量（可燃・不燃・粗大ごみ、資源物）に対する資源物の割合が上

昇したため改善した。 

雨水総貯留容量は、雨水利用助成制度の利用と墨田区開発指導要綱（墨田区良好な建築物と市街地

の形成に関する指導要綱）及び墨田区集合住宅条例（墨田区集合住宅の建築に係る居住環境の整備及

び管理に関する条例）による雨水貯留槽設置の指導により、前年度と比べて増加したが、中間目標値を

達成することはできなかった。 

 

【 今後の計画 】 

令和３年４月に策定した墨田区一般廃棄物処理基本計画（第４次計画）では、不要物の発生そのもの

を減らすことを目的とし、３Rの中でも優先度の高い２Rの取組を中心とした施策を盛り込んでいる。 

 今後は、事業者と連携したリユース事業の強化、廃プラスチックの再資源化及び食品ロス削減に関す

る検討を進め、更なる廃棄物の減量及び循環型社会の実現をめざしていく。 

雨水の有効活用については、雨水先進自治体として、「都市型洪水の防災対策・地域水循環の再生」

の課題解決のため、更なる雨水利用の推進を図り、都市のミニダム機能の強化をめざしていく。 



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

継続

継続

レジ袋の使用量を削減す
るため、ホームページ等
において「マイバッグの
使用」についてＰＲを
行った。

生ごみのリサイク
ルの推進

すみ
だ清
掃事
務所

「食育フェス」等のイベ
ントで生ごみ減量につい
てパネル展示での啓発を
行った。
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（理由）

第二次すみだ環境の共創プラン　個別事業　進捗状況評価

【個別目標３－１】ごみの発生抑制と有効利用を促進する

※評価が「継続」以外の場合は理由を記載
【個別事業】

外国語広報の充実

すみ
だ清
掃事
務所

・資源物とごみの分け
方・出し方パンフレット
の中国語版・韓国語版・
英語版を随時配布
・集積所看板に中国語・
韓国語・英語の表記を追
加

ごみ減量とリサイ
クルに関する情報
提供

すみ
だ清
掃事
務所

・資源物とごみの分け
方・出し方パンフレット
の作成・配布（作成部数
4,500部）
・資源物・ごみの収集日
カレンダーの作成・配布
（作成部数 102,000部）
・各種イベントでのごみ
減量とリサイクルに関す
るパンフレット・チラシ
等の配布

（理由）

（理由）

①
ご
み
の
発
生
抑
制
を
中
心
と
す
る
３
Ｒ
の
推
進

（理由）

「マイバッグ運
動」の推進

すみ
だ清
掃事
務所



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

継続

継続

継続

小規模事務所リサ
イクルシステム
（エコッチャ）の
促進

すみ
だ清
掃事
務所

R団連すみだリサイクル
協同組合が行っている、
事業系資源物のリサイク
ルについてPRを行った。

①
ご
み
の
発
生
抑
制
を
中
心

と
す
る
３
Ｒ
の
推
進

（理由）

（理由）

（理由）

集団資源回収への
支援

すみ
だ清
掃事
務所

登録団体：412団体
資源回収量:4,084,536kg
報奨金支給額:
 33,835,461円
＜前年度:37,679,970円＞
リサイクルルート維持
費：8,512,533円
＜前年度：11,047,530円＞

リサイクルブック
事業の実施

ひき
ふね
図書
館

図書館・図書室内にリサ
イクル図書コーナーを常
設し、年間を通して、多
くの利用者に提供した。
令和３年度提供冊数
42,714 冊

リサイクル清掃地
域推進委員制度の
推進

すみ
だ清
掃事
務所

第11期委員の委嘱（125
名）
リサイクル関連施設等の
見学会（中止）
年末不法投棄防止パト
ロール

資源回収事業の推
進

すみ
だ清
掃事
務所

（理由）

（理由）

回収量実績
・古紙４,７５１,４１０ｋｇ
・びん２,３６０,０６１ｋｇ
・缶　　 ６５６,４２７ｋｇ
・ペットボトル
　　　１,２８４,４００ｋｇ
・トレー　 ３５,８４６ｋｇ

②
適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル
・
清
掃
事
業
の
運
営
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施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

継続

継続

一般廃棄物処理業
の許可及び指導

すみ
だ清
掃事
務所

１  申請件数
⑴ 新規許可件数 3件
⑵ 更新許可件数 162件
⑶ 変更許可・再交付件
数 3件
２  立入検査 23件（協
議会同行を含む。）
※ 平成25年度から一廃
処理業の許可手続事務は
清掃協議会に一部移管さ
れた。一廃処理業者に対
しての行政指導・行政処
分等は引き続き区が行
う。

分別不徹底や有料ごみ処
理券の未貼付について
は、取り残し、指導強化
等により適正排出化を
図っている。

すみ
だ清
掃事
務所

地域に根ざした相談・広
報活動を実施し、分別不
徹底、有料ごみ処理券の
未貼付等指導班による排
出指導を行っている。

（理由）

（理由）

（理由）

（理由）

②
適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル
・
清
掃
事
業
の
運
営

リサイクル・清掃
事業の効率化

すみ
だ清
掃事
務所

２課に分かれていた事業
組織（リサイクル清
掃課・すみだ清掃事務
所）を一元化して、効果
的かつ効率的な事業遂行
を図るため、平成23年５
月に、現・すみだ清掃事
務所に統合。

事業者の適正処理
の指導及び自主的
な取組の促進

分別排出の徹底

すみ
だ清
掃事
務所
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施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

継続

継続

継続

墨田区一般廃棄物処理基
本計画（第４次計画：令
和3年度～12年度）を令
和元年度の基礎調査を基
に策定した。

すみ
だ清
掃事
務所

すみ
だ清
掃事
務所

情報公開請求件数 １件

すみ
だ清
掃事
務所

環境負荷の少ない圧縮天
然ガス（ＣＮＧ）を燃料
としたごみ収集運搬車両
（小型プレス車）を引き
続き使用

リサイクル・清掃
事業の継続性の確
保

災害時における廃
棄物処理対策の整
備

すみ
だ清
掃事
務所

災害廃棄物の仮置場に関
する調査等を行った。
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②
適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル
・
清
掃
事
業
の
運
営

（理由）

（理由）

（理由）

（理由）

（理由）
サーマルリサイク
ルの継続推進

すみ
だ清
掃事
務所

平成17 年10 月14 日特
別区長会総会決定に基づ
き、平成20 年度から実
施。

情報公開の推進

環境負担の少ない
収集・運搬車両の
導入



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

継続

継続

第二次すみだ環境の共創プラン　個別事業　進捗状況評価

【個別目標３－２】廃棄物の適正処理を推進する

【個別事業】
※評価が「継続」以外の場合は理由を記載

①
環
境
美
化
に
向
け
た
取
組
の
推
進

クリーンキャン
ペーンの実施

すみ
だ清
掃事
務所

新型コロナウイルス感染
症の感染拡大防止のため
中止した。

・啓発指導員によるパト
ロールの実施（５推進地
区）（啓発指導件数：
３，５３３件）
・路上喫煙禁止表示ブ
ロックを12か所に設置し
た。

（理由）

（理由）啓発指導件数は
前年度に比べ増加してお
り、引き続き指導啓発パ
トロール等を通じて喫煙
者のマナー向上に努めて
いく必要がある。

路上喫煙防止対策
の推進

地域
活動
推進
課
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②
監
視
・
指
導
の

推
進

不法投棄防止対策
の推進

すみ
だ清
掃事
務所

委託業者による早朝パト
ロール、不法投棄禁止看
板等の設置を行ったほ
か、集積所から1,975個
の不法投棄を確認した。

（理由）

②
監
視
・
指
導
の
推
進

資源物持ち去り防
止対策の推進

すみ
だ清
掃事
務所

持ち去り防止パトロール
の実施
○早朝パトロール（委託
業者による）
午前7時半～8時（日曜を
除く毎日）
○職員パトロール
午前7時半～10時半（年
間243回実施）
（口頭注意90件・警告0
件・禁止命令0件）

（理由）



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

継続

雨水利用ネット
ワーク事業の推進

環境
保全
課

雨水ネットワーク全国大
会2021については、大会
が中止となった。
雨水利用視察対応を行っ
た。（6件）

（理由）
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第二次すみだ環境の共創プラン　個別事業　進捗状況評価

【個別目標３－３】雨水を有効活用する

【個別事業】
※評価が「継続」以外の場合は理由を記載

①
雨
水
利
用
の
啓
発
・
普
及
の
推
進

雨水利用の啓発・
情報発信

環境
保全
課

・環境フェア、防災フェ
ア、総合防災訓練、打ち
水イベントは開催中止と
なった。
・「すみだ打ち水推進月
間」において、雨水を利
用した打ち水について普
及啓発を行った。
打ち水イベント：0回
・区報やホームページ等
に雨水利用の説明記事
や、雨水タンク助成制度
の記事を掲載した。

雨水利用促進助成
及び雨水の貯留・
浸透指導

（理由）

（理由）

環境
保全
課

・雨水利用促進助成制度
申請件数：2件
・集合住宅条例及び開発
指導要綱による雨水の貯
留・浸透指導件数：136
件

②
広
域
連
携
の
推

進
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第二次すみだ環境の共創プラン 基本目標 進捗状況評価 

 

【 基本目標４ 】  

良好な生活環境が確保され、安心とやすらぎが実感できる住みよいまち 

 

 

【 個別目標 】 

 ４－１ 安全安心を実感できるまちをつくる 

 ４－２ 気候変動に適応したまちをつくる 

 ４―３ 景観に配慮したまちをつくる 

 

【 環境事業指標 】 

指 標 

前年度 

実績値 

（R2） 

最新年度 

実績値 

（R3） 

中間 

目標値 

（R2） 

最終 

目標値 

（R7） 

苦情があった特定建設作業

（建設・解体作業）の割合 
14％  13％ 8％ 5％ 

苦情申立人が満足した割合 75％  64％ 45％ 60％ 

 

【 令和３年度実績 】 

苦情があった特定建設作業（建設・解体作業）の割合は、前年度と比べて 1％減少した。 

令和３年度の特定建設作業の届出件数は、騒音規制法に基づくものが 412件、振動規制法に

基づくものが 240 件で、前年度より増えている。届出内容としては、削岩機・ブレーカーが９割以

上を占め、苦情もこれらの作業によるものが多くなっている。 

また、区民等からの公害苦情の申立ては 403 件で、その苦情に対して区の対応に満足した申

立人の割合は、前年度から 11％下回り 64％であった。 

 

【 令和３年度評価 】 

 苦情があった特定建設作業（建設・解体作業）の割合が前年度から減少し、中間目標値を下回

っている状況である。苦情申立人が満足した割合は前年度よりも減ってはいるものの、既に目標

値を上回っている状況であり、順調に推移している。 

 

【 今後の計画 】 

  特定建設作業を行う工事施工者に対しては、騒音振動対策を徹底すること及び近隣住民に工

事について丁寧に説明してから作業すること等、きめ細かく公害防止を指導し、生活環境の維持

に努める。 

また、区民等からの公害苦情に対しては、解決に向けて迅速かつ適切に対応していく。 



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

継続

継続

①
都
市
・
生
活
型
公
害
の
防
止

- 33 -

（理由）

（理由）

公害苦情処理事業
の推進

工場認可及び公害
防止指導事業の推
進

環境
保全
課

工場設置・変更認可件
数：17件
指定作業場設置・変更届
出件数：4件

（理由）

土壌汚染対策事業
の推進

環境
保全
課

土壌汚染状況調査報告
書：4件
汚染拡散防止計画書：2
件
汚染拡散防止措置完了届
出書：3件
土壌地下水汚染対策計画
書：0件
土壌地下水汚染対策完了
届出書：1件
土壌汚染に関する情報提
供件数：1,815件

第二次すみだ環境の共創プラン　個別事業　進捗状況評価

【個別目標４－１】安全安心を実感できるまちをつくる

※評価が「継続」以外の場合は理由を記載
【個別事業】

環境監視事業の推
進

環境
保全
課

大気汚染常時監視
（SO₂・NOx・SPM：2か
所）
内河川水質調査（8か所4
回、1か所2回）
道路交通騒音常時監視
（8区間）
道路交通騒音調査（10か
所）

（理由）環境
保全
課

公害苦情処理件数：403
件



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

継続

継続

継続

①
都
市
・
生
活
型
公
害
の
防
止

- 34 -

（理由）

（理由）

（理由）

（理由）

（理由）

公害防止資金融資
あっ旋事業の推進

経営
支援
課

ホームページ等に
よる事業者向け情
報提供

有害化学物質対策
事業の推進

環境
保全
課

工場などの事業者に対し
て、工場認可手続、工場
等の規制、土壌・地下水
の汚染防止などについて
情報提供した。また、ア
スベストに関する建材の
事前調査についても事業
者向けの周知を行った。

環境
保全
課

ダイオキシン類調査（2
か所1回）
大気中の有害物質調査
（2か所2回）

（１） 信用保証料補助
金　0件　0千円
（２） 利子補助金　7件
620千円
※既融資分を含む。

アスベスト対策資
金融資あっ旋事業
の推進

経営
支援
課

（１） 信用保証料補助
金　1件　62千円
（２） 利子補助金　8件
404千円
※既融資分を含む。

民間建築物アスベ
スト調査助成事業
の推進

環境
保全
課

民間建築物アスベスト確
認調査助成金
助成件数　5件　148,500
円



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

- 35 -

（理由）

（理由）

③
老
朽
危
険
家
屋
対
策
の
推
進

老朽危険家屋等の
所有者等への指
導・助言等の実施

安全
支援
課

②
環
境
リ
ス
ク
へ
の
対
応

問題となる環境リ
スクに関する情報
収集・提供

環境
保全
課

区内の放射線量について
測定を行った。
空間放射線量の定点測定
（４か所）
基準値を超える箇所はな
かった。

通報のあった老朽危険家
屋の解決件数
１１件
老朽危険家屋除却費等助
成制度実績数
４件



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

継続

継続

校庭の芝生化
庶務
課

- 36 -

第二次すみだ環境の共創プラン　個別事業　進捗状況評価

【個別目標４－２】気候変動に適応したまちをつくる

【個別事業】
※評価が「継続」以外の場合は理由を記載

家庭や事業所から
の排熱の抑制につ
いての普及・啓発

環境
保全
課

家庭用燃料電池発電給湯
器の申請８件

①
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
の
推
進

（理由）

（理由）

（理由）

（理由）

保水性塗装などを
施した区道の整備

道路
公園
課

建築物断熱改修の申請
19件

実績なし

建築物の遮熱施工
の推進（地球温暖
化防止設備導入助
成制度）

環境
保全
課

該当なし



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

継続

継続

一定規模以上の建
設事業に対する緑
化指導

（理由）

（理由）

（理由）

①
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
の
推
進

緑のへいの設置奨
励

環境
保全
課

◎屋上緑化
・屋上等緑化整備補助
金：1件　8.58㎡
・屋上緑化調査件数：1
件
・安全点検件数：1件
・「学校の環境施設維持
補修計画（平成29年3 月
環境保全課策定、令和3
年3月改訂）」に基づく
学校屋上緑化補修工事
中学校1校（文花中）
◎壁面緑化
・助成件数：1件　21.0
㎡
・壁面緑化維持管理支援
小学校2校（錦糸小、業
平小）

（理由）

立体緑化（屋上及
び壁面緑化）の推
進

・緑のへい等設置補助金
生け垣：0件
植樹帯：0件
ブロック塀取り壊し：0
件

・緑のカーテン作りと土
の再生講習会2回　12人
・緑のカーテンモデルの
設置：33施設庁舎、児童
館5館、保育園12園、幼
稚園1園、コミュニティ
会館3館、その他11施設
・緑のカーテンコンテス
ト 家庭部門：7件　団体
部門：22件 伝説部門１
件

環境
保全
課

環境
保全
課

・緑化指導件数：138件
うち、建築物上の緑化指
導件数：55件
・緑化面積
地上部：4,263.01㎡
建築物上：3,917.33㎡

- 37 -

緑のカーテンの普
及

環境
保全
課



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

継続

継続

継続

- 38 -

保健
計画
課

区報（１面：6/11号、そ
の他の号：8/11、8/21）
保健計画課が作成する熱
中症予防に関するホーム
ページでによる啓発（マ
スク着用による熱中症啓
発含）、環境省等からの
チラシ、カード、ポス
ター、うちわ、塩飴等に
よる普及啓発を行った。
気象庁・環境省による熱
中症警戒アラートの発表
（暑さ指数（ＷＢＧＴ）
が33℃以上）を確認した
場合は、各施設へメール
を通知し、来庁者や区
民、区内各施設利用者等
への注意喚起を依頼し
た。

③
豪
雨
対
策
の
推
進

まちかどクールス
ポットの設置

環境
保全
課

両国周辺で屋外を中心に
スポットを掲載した両国
クールスポットマップを
発行。オリンピック・パ
ラリンピック期間中に、
両国国技館周辺の各主要
施設にて配布した。ま
た、国技館周辺にのぼり
旗を設置し、屋外での
クールシェアのPR活動を
行った。

堤防等の耐震性や
治水機能の向上

都市
整備
課

【荒川】
なし
【隅田川】
なし
【北十間川、大横川】
耐震化対策工事（都）

（理由）

雨水の貯留、浸透
及び利用の推進

（理由）

下水の排水能力の
強化

（理由）

②
熱
中
症
対
策
の
推
進

（理由）オリンピック・
パラリンピック関連事業
としての実施。今後も
クールシェア促進のため
啓発方法を検討してい
く。

熱中症の予防に関
する普及・啓発

（理由）毎年、夏の気温
上昇が著しいため、暑さ
による熱中症予防の普及
啓発も必然的と思われ
る。

都市
整備
課

東京都下水道局が雨水幹
線、ポンプ所の再構築及
び老朽化した主要枝線等
の再構築工事を行った。

環境
保全
課

・助成制度活用による雨
水貯留槽設置件数：2基
・要綱・条例等の指導に
基づく雨水貯留槽設置件
数：29件（624㎥）



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

第二次すみだ環境の共創プラン　個別事業　進捗状況評価

【個別目標４－３】景観に配慮したまちをつくる

【個別事業】
※評価が「継続」以外の場合は理由を記載

景観まちづくり推
進事業

都市
計画
課

・すみだ景観フォーラム
に対する支援
　実行委員会（全5回）
　
・墨田区景観条例に基づ
く審査
　事前協議対象  20件
　届出のみ対象 145件

（理由）

放置自転車対策の
推進

土木
管理
課

①
都
市
景
観
に
配
置
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推

進

②
道
路
不
正
使
用
の
是
正

- 39 -

定期的に放置自転車の撤
去と放置自転車追放キャ
ンペーンを行った。
 放置自転車撤去回数
980回
放置禁止区域内撤去台数
7,470台
放置禁止区域外撤去台数
576台

放置自転車追放キャン
ペーン実績
錦糸町駅  1回
令和3年10月27日
東向島駅1回
令和3年10月29日

（理由）



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

- 40 -

道路不正使用の是
正

土木
管理
課

②
道
路
不
正
使
用
の
是
正

（理由）

（理由）
土木施設を適正に管理す
るため、定期的なパト
ロールにより陳情等に対
応した監察指導を継続し
て実施する。

子育てひろば跡地に両国
駅西口臨時自転車駐車場
を整備し令和4年4月1日
に供用開始した。
・両国駅西口臨時自転車
駐車場
　住所　墨田区横網1-2
　収容台数　600台

毎月2回（本所地区、向
島地区各1回）の道路不
正使用パトロールのほ
か、通常監察、陳情処理
等による指導を行った。
看板・のぼり旗類262件
道路商品置場類   51件
足場等工事指摘　  0件
その他指摘指導  236件

自転車駐車場の整
備

土木
管理
課
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第二次すみだ環境の共創プラン 基本目標 進捗状況評価 

 

【 基本目標５ 】  

環境活動を実践する人が育つまち 

 

 

【 個別目標 】 

 ５－１ 環境体験学習を推進する 

 ５－２ 協働による環境活動を推進する 

 

【 環境事業指標 】 

指 標 

前年度 

実績値 

（R2） 

最新年度 

実績値 

（R３） 

中間 

目標値 

（R2） 

最終 

目標値 

（R7） 

環境ボランティア（緑と花のサポ

ーター・エコライフサポーター）登

録者の実働割合 （※） 

69％ 68％ 71％ 75％ 

※ 本人申出による活動休止者を除く。 

【 令和３年度実績 】 

環境ボランティアの実働割合は、68％となり、前年度と比べて１％減少した。なお、環境ボランティア登

録者数は、緑と花のサポーターは 46名で前年度から増減無し、エコライフサポーターは 14名で前年度か

ら１名減少した。水の循環講座、夏休みすみだ環境プログラムは実施できたが、森林整備体験や燃料電

池自動車を活用した水素利用の普及啓発等の事業については、新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め、中止とした。同様にエコライフ講座についても第 2回目以降中止とした。 

 

【 令和３年度評価 】 

環境ボランティア登録者の実働割合は、前年度と比べて微減でほぼ横ばいとなっている。なお、実働割

合には、環境体験学習講座や環境フェアの参加者数等の実績を加味しているものであるが、例年、多く

の区民が参加している環境体験学習は、令和２年度に引き続き新型コロナウィルス感染症の影響で一部

事業の中止及び事業規模を縮小したことによる参加者数の減少も要因となっている。 

 

【 今後の計画 】 

 環境ボランティア登録者の実働率を指標として設定しているが、本来はボランティアの絶対数を増やして

いくことが重要であり、ボランティア数を増やす施策により一層取り組んでいく必要がある。実働率の視点

については、今後も定期的な評価を継続して行っていく。今後とも、新型コロナウイルス感染防止策を徹

底した上で、参加体験型で、環境問題を自分事として身近に感じ、実践につなげやすい内容とするなど、

参加者かつ環境活動を実践する人が増えるような工夫をしながら実施していく。 



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

継続

継続

継続

第二次すみだ環境の共創プラン　個別事業　進捗状況評価

【個別目標５－１】環境体験学習を推進する

※評価が「継続」以外の場合は理由を記載
【個別事業】

環境・リサイクル
体験学習事業の推
進

環境
保全
課

環境体験学習講座20回
延べ543人参加
自然観察会は７回開催予
定であったが２回中止し
ている。

（理由）

環境
保全
課

水の循環講座 4回 延べ
102人参加

（理由）

（理由）

①
環
境
体
験
学
習
機
会
の
拡
充

環境
保全
課

（理由）

雨水利用体験学習
事業の推進

（理由）

エコライフ講座の
開催

環境
保全
課

学校向け環境啓発
冊子の配布

環境
保全
課

環境体験学習出前
事業の推進

【星空観察】中和小学校
54人参加
（協力：中和小学校
PTA）
【星空観察】梅若小学校
47人参加（協力：梅若小
学校PTA）

「すみだの自然と生きも
のガイドマップ」を増刷
し、区立小学校全25校の
小学校３年生に配布し
た。
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エコライフ講座 １回 14
人参加
６回開催予定だったが、
新型コロナウィルス感染
拡大防止等のため、５回
中止とした。



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

継続

継続

継続

・すみだ自然観察会
区内自然観察会：5回
延べ49人参加

・小学校向け冊子「でき
ることからはじめよう」
の発行 1,900部
・出前講座の実施 区内
小学校11校 758人
・環境学習プログラムを
区ホームページに公開

①
環
境
体
験
学
習
機
会
の
拡
充

自然観察会・講座
の開催

環境
保全
課

すみ
だ清
掃事
務所

リサイクル・清掃
事業に関する学習
の推進

ビオトープを活用
した環境学習の推
進

環境
保全
課

（理由）

（理由）

（理由）

「学校の環境施設維持補
修計画（平成29年3月環
境保全課策定、令和3年3
月改訂）」に基づく学校
ビオトープ補修工事
小学校2校（押上小、梅
若小）を予定していた
が、新型コロナウイルス
感染拡大防止のため延
期。

②
環
境
体
験
学
習
拠
点
の
確
保

環境体験学習の活
動と交流の推進

環境
保全
課

新型コロナウイルス感染
症の影響で区内の施設を
利用して、環境体験学習
を実施した。

（理由）

環境体験学習の場
（大横川親水公
園、荒川河川敷、
緑と花の学習園）
の充実・整備

道路
公園
課

環境
保全
課

【道路公園課】
実績なし
【環境保全課】
・緑化講習会：9講座9回
延べ79人参加
・自然観察会：5回　延
べ49人参加

（理由）
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施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

拡充

継続

墨田区環境審議会及びす
みだ環境共創区民会議の
議事録公開、ウォームビ
ズやみんなで一緒に自然
の電気キャンペーン等を
区HPやSNSで広く情報発
信した。また各種イベン
ト、講座を実施する際に
情報を区報、HP に掲載
し、環境フェアについて
は町会、自治会の掲示
板・回覧板も活用して広
く区民にPRした。

区内で環境活動を
行っている個人・
事業者・団体の取
組の紹介

環境
保全
課

すみだ環境フェア2021や
各種講座において企業や
各団体等の環境保全活動
の取組を紹介した。
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（理由）
区民により伝わるよう、
情報発信を更に強化する
必要があるため

（理由）

③
環
境
教
育
・
環
境
学
習
に
関
わ
る
情
報
発
信
の
強
化

区報、区ホーム
ページ、町内会回
覧板などを活用し
た環境活動情報の
発信の強化

環境
保全
課



施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

第二次すみだ環境の共創プラン　個別事業　進捗状況評価

【個別目標５－２】協働による環境活動を推進する

【個別事業】
※評価が「継続」以外の場合は理由を記載

環境ボランティア
の拡大

環境
保全
課

【緑と花のサポーター】
・サポーター登録人数：
46人
・活動実績：156回　延
べ1,421人
（内訳）
総会、定例会：0回
定例活動：98回　延べ
1,189人
定例外活動：58回　延べ
232人
講習会、見学会：0回
【すみだエコライフサ
ポーター】
・サポーター登録人数
14人
・活動実績：７回　延べ
64人
（内訳）
定例会：６回　延べ54人
すみだ環境フェア2021：
展示形式で出展（設営・
撤去で計10名参加）
夏休みすみだ環境プログ
ラム2021：中止
研修会：中止
エコライフ講座：中止

（理由）

①
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
環
境
リ
ー

ダ
ー

の
育
成

（理由）

環境リーダーの育
成

環境
保全
課

・すみだ自然みっけ隊
平成27年度に自然環境観
察員養成講座（中級）を
修了した19人の自然環境
観察員によるグループ活
動。
令和3年度、すみだ環境
フェアにて「みっけ隊と
一緒に隅田公園生きもの
観察会」を実施予定で
あったが、新型コロナ
ウィルス感染拡大防止の
ため中止。
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施策 個別事業 所管
実績

（令和３年度）
評価 ※

（継続・拡充・縮小・廃止）

継続

継続

廃止

継続

（理由）

継続

（理由）

継続

①
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
環
境
リ
ー

ダ
ー

の
育
成

自然環境観察員養
成講座の開催

環境
保全
課

経営
支援
課

区内中小企業で環境関連
製品の開発に取り組む事
業者に対しての支援を実
施した。

中小企業に対する
省エネ対策の推進

環境
保全
課

環境マネジメント
関連規格認証の取
得支援

環境
保全
課

環境経営認証取得費助成
制度
・申請件数 0件

・空調機器 ３ 件
・照明機器 ２ 件

「大人のためのすみだ自
然観察会」を開催。
　全5回　受講者62人
（延べ103人）
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（理由）

（理由）

（理由）

緑と花のサポー
ター制度の推進

環境
保全
課

【緑と花のサポーター】
・サポーター登録人数：
46人
・活動実績：156回　延
べ1,421人
（内訳）
総会、定例会：0回
定例活動：98回　延べ
1,189人
定例外活動：58回　延べ
232人
講習会、見学会：0回

②
区
民
・
事
業
者
の
支
援

（理由）
制度開始当初より廉価で
設備導入できるようにな
るとともに、助成実績が
少ないため。

③
協
働
に
よ
る
環
境

活
動
・
イ
ベ
ン
ト
の

充
実

すみだ環境共創区
民会議・区内の環
境団体やボラン
ティアと連携した
環境活動やイベン
トの開催・充実

環境
保全
課

・すみだ環境共創区民会
議の開催数：本会議３回
（うち２回は書面開
催）、自主会議５回（う
ち２回は書面開催）

環境・リサイクル
技術及び製品開発
の支援



               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第二次すみだ環境の共創プラン 

進捗状況評価 

（令和３年度実績） 

 

令和５年２月 

環境担当 環境保全課 


